
世

界

史

研

究

推

進

委

員

会

世

界

史

研

究

推

進

委

員

会

世

界

史

研

究

推

進

委

員

会

世

界

史

研

究

推

進

委

員

会

「「「「

歴

史

研

究

歴

史

研

究

歴

史

研

究

歴

史

研

究

とととと

歴

史

教

育

歴

史

教

育

歴

史

教

育

歴

史

教

育

」」」」

お

よ

び

お

よ

び

お

よ

び

お

よ

び

「「「「

世

界

史

世

界

史

世

界

史

世

界

史

へ

の

へ

の

へ

の

へ

の

興

味

興

味

興

味

興

味

共

同

研

究

・・・・

関

心

関

心

関

心

関

心

をををを

育育育育

むむむむ

教

材

教

材

教

材

教

材

・・・・

指

導

法

指

導

法

指

導

法

指

導

法

のののの

研

究

研

究

研

究

研

究

」」」」

経

過

報

告

経

過

報

告

経

過

報

告

経

過

報

告

大

清

水

高

校

堀

部

宏

人

今

年

の

世

界

史

研

究

推

進

委

員

会

の

目

玉

は

「

高

大

連

携

」

で

し

た

。

八

月

一

日

、

二

日

に

大

阪

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

の

桃

木

至

朗

教

授

を

中

心

と

す

る

メ

ン

バ

ー

４

名

と

共

同

で

行

っ

た

特

別

授

業

「

東

ア

ジ

ア

・

東

南

ア

ジ

ア

世

界

を

ど

う

教

え

る

か

」

（

於

栄

光

学

園

ホ

ー

ル

）

に

は

、

外

語

短

大

付

属

高

校

や

栄

光

学

園

な

ど

多

く

の

生

徒

が

集

ま

り

ま

し

た

。

他

都

県

の

教

員

も

参

加

し

、

大

盛

況

で

し

た

。

今

後

も

ぜ

ひ

こ

の

試

み

を

継

続

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

お

世

話

を

頂

い

た

大

島

弘

尚

先

生

と

栄

光

学

園

に

こ

場

で

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

本

委

員

会

で

は

こ

こ

数

年

、

授

業

改

善

を

め

ざ

し

た

取

り

組

み

の

中

を

続

け

て

い

ま

す

が

、

と

く

に

近

年

の

歴

史

研

究

の

成

果

を

授

業

に

ど

の

よ

う

に

反

映

さ

せ

る

の

か

と

い

う

点

に

つ

い

て

検

討

を

重

ね

て

き

ま

し

た

。

こ

の

企

画

は

小

林

克

則

先

生

（

厚

木

商

業

高

校

）

の

連

続

講

演

「

世

界

史

に

お

け

る

旧

説

と

誤

解

」

に

触

発

さ

れ

て

始

ま

っ

た

研

究

で

す

が

、

私

た

ち

世

界

史

教

員

が

高

校

生

の

頃

に

学

ん

だ

内

容

が

現

在

で

は

ど

の

よ

う

に

と

ら

え

直

さ

れ

て

い

る

の

か

、

が

共

通

の

焦

点

に

な

り

ま

し

た

。

発

表

者

そ

れ

ぞ

れ

の

レ

ポ

ー

ト

を

聴

く

た

び

に

、

そ

し

て

早

川

英

昭

先

生

（

大

船

高

校

）

や

石

橋

功

先

生

（

外

語

短

大

付

属

高

校

）

の

サ

ジ

ェ

ス

チ

ョ

ン

を

頂

い

て

、

何

度

も

目

か

ら

鱗

が

落

ち

る

思

い

を

し

ま

し

た

。

こ

の

度

、

本

委

員

会

メ

ン

バ

ー

が

中

心

と

な

っ

て

執

筆

し

た

『

世

界

史

を

ど

う

教

え

る

か

―

歴

史

学

の

進

展

と

教

科

書

―

』

（

山

川

出

版

社

）

に

も

、

従

来

の

通

説

で

あ

っ

た

マ

ル

ク

ス

主

義

的

な

発

展

段

階

論

や

、

「

国

家

」

や

「

国

民

」

を

単

位

と

す

る

一

国

史

観

を

見

直

す

よ

う

な

方

向

性

が

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

ゲ

ス

ト

に

手

塚

尚

先

生

（

前

・

上

矢

部

高

校

）

を

迎

え

、

「

神

戸

を

覆

う

暗

黒

」

（

Ｂ

搭

乗

員

な

ど

ア

メ

リ

カ

人

戦

争

捕

虜

の

手

記

の

翻

訳

）

や

29

「

ウ

ェ

ー

ク

島

と

ア

ジ

ア

・

太

平

洋

戦

争

」

な

ど

貴

重

な

発

表

を

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

こ

の

ほ

か

に

も

授

業

実

践

例

の

報

告

、

資

料

プ

リ

ン

ト

や

観

点

別

評

価

の

取

り

入

れ

た

試

験

問

題

の

交

換

な

ど

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

度

に

ま

で

の

皆

様

の

ご

理

解

と

ご

協

力

に

は

感

謝

し

て

お

り

ま

す

。

本

委

員

会

は

二

〇

〇

八

年

度

か

ら

新

し

い

メ

ン

バ

ー

を

迎

え

、

研

究

の

さ

ら

な

る

継

続

と

そ

の

成

果

の

情

報

発

信

を

続

け

た

い

と

思

い

ま

す

。

な

お

、

社

会

科

部

会

秋

季

研

究

大

会

、

お

よ

び

関

東

歴

史

教

育

研

究

大

会

兼

歴

史

分

科

会

春

季

研

究

発

表

会

で

の

発

表

は

、

次

の

と

お

り

で

し

た

。

「

非

欧

米

・

被

支

配

者

に

と

っ

て

の

近

代

」

澤

野

理

（

川

崎

工

業

高

校

）

「

ピ

レ

ン

ヌ

・

シ

チ

リ

ア

・

十

字

軍

―

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中

世

の

教

え

方

の

一

考

察

―

」

佐

藤

雅

信

（

横

須

賀

大

津

高

校

）

「

戦

後

史

の

と

ら

え

か

た

」

西

浜

吉

晴

（

大

和

高

校

）

本

年

度

は

以

下

の

場

所

を

研

究

推

進

委

員

会

の

会

場

に

お

借

り

し

ま

し

た

。

外

語

短

大

付

属

高

校

（

第

１

回

・

四

月

二

五

日

、

第

２

回

・

六

月

二

七

日

：

日

本

史

研

究

推

進

委

員

会

と

合

同

、

第

３

回

・

八

月

二

九

日

）

神

奈

川

県

民

セ

ン

タ

ー

（

第

４

回

・

十

月

四

日

）

栄

光

学

園

（

第

５

回

・

一

二

月

一

四

日

）

大

船

高

校

（

第

６

回

・

二

月

六

日

）

。


